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＜審査結果の要旨＞  

１）研究の概要 

本研究の目的は、呼吸筋疲労に対する呼気筋トレーニング(EMT)の効果を検証することである。 

吸気抵抗負荷における呼吸筋疲労の分析では、本研究では、健常成人男性を対象に、50%PImax の吸

気負荷による呼吸筋疲労を呼吸筋力である最大口腔内圧(PImax・PEmax)と表面筋電図周波数解析から

検証した。研究者の先行研究と合わせ、吸気負荷、呼気負荷における呼吸筋疲労特性として、呼気筋

疲労が吸気と呼気双方の呼吸筋疲労に影響を与えている可能性が示唆された。 

次に、呼吸筋疲労に対する呼気筋トレーニング(EMT)の効果を明らかにするため、健常成人男性 31

名を対象とし、EMT 群 15 名とトレーニングを行わない対照群 16名に無作為に振り分け、EMT 群は 50%

の負荷で 4週間、週 7日、1日 2回、1回 15 分の EMT を実施した。EMT の介入前後に吸気負荷を行い、

吸気負荷中と休息期に最大口腔内圧(PImax・PEmax)、呼吸筋の中央周波数(MDF)を表面筋電図で測定

した。その結果、EMT 群介入前は、PImax と PEmax が経時的に低下し、休息後に回復した。EMT 群介入

後は PEmax が有意に高値を示し、吸気負荷による PImax と PEmax 及び呼吸筋の MDF の低下を認めなか

った。対照群では 4週間前後に変化を認めなかった。以上より、呼気筋力が向上し，吸気負荷時の呼

吸筋疲労を吸気と呼気の双方で抑制し、呼吸困難感を改善させる効果があることが明らかとなった。 

 

２）研究方法、論証、論文形式の適切さ 

 倫理的配慮、論証、論文形式はいずれも概ね適切であり、大きな修正はなかった。 

 

３）知見の新規性と価値について 

 本研究では、吸気筋と呼気筋の双方の疲労耐性向上を目的とした呼吸筋トレーニング(VMT)の構築

を目指したところに新規性があり、呼吸理学療法に貢献する研究として高く評価できる。 

 

４）審査の経過について 

 審査会は平成 29年 12 月 12 日（火）に開催され、院生は審査員 3名の口頭試問に適切に応答した。

審査員は論証に齟齬がない事を相互に確認し、以降は記載内容等に関して合計 4回の修正を求めた。

院生は期日内に適切かつ丁寧に修正し、論文を完成させた。 

以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（保健医療学）の学位を授与するに十

分な価値があるものと認めた。 
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